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1. はじめに 

軟部腫瘍の硬度は悪性度や浸潤度、転移性、

薬剤耐性等と相関が報告され、昨今、腫瘍物理

学と呼ばれる領域も提唱されている [1]。 

 本研究はレーザー照射で誘起した可聴周波

数領域の光熱弾性波を解析することで、その硬

度を評価するレーザーエラストグラフィの確

立を目指している。本報告では、異なる硬度の

ファントムに対してレーザー照射による硬度

計測を確認したので報告する。 

 

2. 実験方法 

Fig. 1 に実験系を示す。評価試料として、

濃度を変化させることでヤング率を調整した

アガロースゲル 11 種類を用意した。このヤン

グ率は簡易的な押し込み試験により評価し、光

の吸収・散乱特性を、粒径 45 umの SiC粉体を

表面に塗布することで表面を均質化した。 

熱弾性波を発生させる加振レーザーとし

て、任意の繰り返し周波数に変調させた波長

405 nmのレーザーダイオードを用いた。レン

ズを用いた試料に集光照射を行い、試料位置で

のレーザーパワーは約 25 mW であった。誘起

させた振動は計測レーザーとしてレーザード

ップラー振動計で取得し、フーリエ変換により

周波数解析を行った。 

 

3. 実験結果 

評価の結果、任意の周波数で強制振動を誘

起したとき、その振動強度はヤング率が高いほ

ど強くなるが、S/N 比の低下が引き起こされる

ことが分かった。この振動スペクトルに対して、

機械学習を併用することで、決定係数 R2＝

0.950の高い予測精度が得られた。 
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Fig. 1 Experimental setup (a) photograph, (b) detail.
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